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はじめまして。代表の金田です。

以前は東京を拠点にしておりましたが、介護をきっかけに今は地元静岡に戻り活動をしております。
これから地元の婚活を盛り上げながら、オンラインでは日本全国の方々をサポートしていきたいと思
っております。

では私の簡単な経歴からお話しいたます。

高校時代まで成績も芳しくなく、高校１年生の時にはビリに近かった私ですが、学びたいことを見つ
け東京の大学へ進学後、就職で地元へＵターンし、金融機関に就職しました。しかし、アナウンサー
になる夢が諦められず、再び東京へ行くために転職しました。アナウンサーへの夢は、結局、ケーブ
ルテレビで募集していたボランティアアナウンサーになることができ、実現しました。そしてその後
は企業勤務の秘書として、ゼロから経験を積みつつも、まだその時点では将来の具体的な目標設定な
どはなく、目先のことだけしか考えられませんでした。

やがてが数年経ち、将来を考える余裕ができると、何か新しいチャレンジをしたくなり、大手企業の
研究所に転職をしました。そこで最高の上司と出会うことになります。その方を秘書として担当する
中で沢山の学びがあり秘書としても成長できたと思っております。優秀な人達が集まる職場でしたの
で、その方々に囲まれて働く中で、仕事への研究姿勢に大きな刺激を受け、私も更に学びたいという
気持ちが大きくなり、大学院進学を志すきっかけとなりました。仕事と学業の両立をし、大学院を修
了できたことで、自分自身が一皮むける経験（※『仕事で「一皮むける」』金井壽宏氏）をし、大き
な自信に繋がりました。

2008年にリーマンショックを経験しその大好きな職場を離れることになりましたが、幸い前職での
実績が評価されすぐに次の就業先をみつけることができました。そこで役員秘書として更に成長に繋
がる経験を積むことができました。

これまで企業の社長をはじめ様々なポジションの方々の秘書を経験したわけですが、「人を支える、
人をサポートする」ということが自身の大きなモチベーションに繋がっていることを感じ、それが婚
活コンサルティングという道をスタートさせた原動力になっていると思っております。

日々、仕事に邁進してきた私ですが、プライベートでは50歳を過ぎてから婚活を開始しました。結
果的には３回成婚を経験し退会をしました。

婚活コンサルティングの道を目指す大きなきっかけに繋がるため、私の3回の成婚について実体験の
お話を少しさせていただきます。

一回目の婚活期間は1年3か月ほどで成婚し卒業しました。お相手とは大恋愛で、出会いからスムーズ
に話が進み2ヶ月ぐらいのスピード成婚を経て退会をしました。お見合い時に彼には離婚歴があり離
れて暮らすお子様もいることは知っていましたが、加えて交際中に事前データには書かれていなかっ
た様々なことが判明しました。でもそんなことも乗り越えられるぐらいの情熱でした。



しかしながら、同棲生活が始まりまもなく彼の離れて暮らしていたお子様が進学を期に上京し、近隣
に住まうことになりました。彼から私に、初めて一人暮らしを始めるお子さんの食事をサポートして
欲しいと依頼され、そこから「彼の婚約者」兼「前妻のお子さんの寮母さん」のような暮らしが始
まりました。

前述の通り、人を支えることが好きな私にはそんな生活も楽しかったのですが、長く離れて暮らして
いたお子様に会えるようになったことで彼の気持ちが息子さんの教育や生活フォローに向かい、彼の
中で結婚の優先順位が低くなったと伝えられ破局しました。「もう少し我慢すれば結婚できる」と自
分に言い聞かせて様々なズレや違和感を見ないように、また気づかないようにしてきた自分に気づ
き、成婚がゴールではないことを痛感しました。

二回目の婚活期間は1年1ヵ月。お相手とはこれまたスピード成婚退会しました。

３月に出会い、４月にプロポーズされました。６月に入籍しました。そして７月に離婚しました。す
ごいスピード感ですよね。

1度目の成婚経験を経て、「完璧な相性の人なんていない」と当初、絞っていた条件も広げ、「とにか
く会ってみよう」と色々な方に会っていたなかで、マメで優しく、話も合う方と出会いお付き合いを
しました。しかしながら成婚した頃から徐々に嫉妬から、別の人と会っていないか監視するような怒
涛のLINEや電話が入るようになりました。

結婚すればその辺は落ち着くだろうと思っていたのですが、結婚後、彼が妻に求めていたのは母親的
存在だったと分かりました。一緒に生活を始めると、彼が「妻は全てのお世話や家事をしてくれるの
が当たり前」と手のかかる息子のような存在になってしまい、ずっと生活していくのは難しいと考
え、離婚に至りました。

三回目の婚活期間は1年２か月でした。お相手とはやはりスピード成婚退会をしました。

交際中、ただ外で食事をする位だったら気にならなかったのですが、同棲すると精神的に成熟してい
ないなど、色々なことが分かりました。やはり同棲をしたりしながら長く時間を共にしなければ分か
らないことも沢山あると思います。けれど結婚相談所での婚活は結果を３か月以内で出さなければい
けないので、焦りもあり、冷静な判断はできないのが現実です。

婚活では私のように「成婚」することはできるけれど、その先、結婚生活を楽しく継続できるかは本
当に難しいと痛感しました。結婚相談所での成婚率は5％を切ると言われています 。そして成婚後は
良き結婚生活を送ることができるかどうかという新たな課題が出てきます。

私も婚活当時はやはり年齢のハンデはぬぐえず悲しい思いもしました。結婚までの道のりがすごく狭
き門に感じましたし、婚活は思いのほか孤独な戦いだなと感じました。

そして私自身、「良い方に出会いたい！良きパートナーを見つけたい！」とたくさん婚活について研
究をしましたし、休みなくお見合いの予定を入れてがむしゃらにやっていた時期もあります。それで
も成婚に繋がるような出会いは多くはありませんでした。ですが、複数の相談所に登録し、様々なス
タイルの婚活指導を受け、それを実践し、自分の磨き方、相手の選び方、条件設定の仕方などなど、
ありとあらゆることを学び試してきた結果、年齢のハンデなく結果を出せたのではないかと自負して
おります 。

結婚相談所の中には「当社では沢山の方が婚活によって素晴らしいお相手と出会い結婚されまし
た！」という成功体験を大々的に出し、宣伝しているところもありますが、私は敢えて自身の経験の
中で、失敗体験を大切にしています。

やはり自分自身が婚活を体験し、失敗も成功もしてきたということが私の何より強みだと感じていま
す。そのため私は、「長期婚活をするなかで今後の動きに迷い、何か現状に突破口を見つけたい方」
や、「一般的に不利と言われ自信をなくしている40・代50代の方々」など、迷っている方や滞りを感
じている方の婚活を特に積極的にサポートしたいと考えております。

なぜなら、私自身も同じように婚活を頑張りすぎて疲れてしまう経験をしておりますし、この先、婚
活をどう続けていけばよいのか、と悩んだこともあるからです。



その悶々とした時期のメンタルも、これまで副業として行ってきた心理カウンセラー（JADP上級心
理カウンセラーや日本メンタルヘルス協会基礎コース資格取得）としてのノウハウと実績で、ただ婚
活をコンサルティングするだけでなく、メンタル面も併せてサポートさせていただきたいと考えてお
ります。婚活でたくさん悩み、苦労して試行錯誤してきた私だからこそ、皆様が一人で悩む時間が少
なくなるよう、コミュニケーションをたくさんとりながらコンサルティングしていきたいと考えてお
ります。

最後にお伝えしたいこと。私は「人生は思い描いたとおりにデザインできる」と確信しております 
。このマインドセットは、今後の人生も、自身を肯定しながら前向きに、また幸運も引き寄せられる
と確信しております 。特に自己流婚活でもがいている人にノウハウを伝授し、結果を出していただ
けたら良いなと考えております。失敗談を共有したい、何から始めたらいいか分からない、色々やり
過ぎて自分の婚活の進め方が分からなくなってしまった、など何でも良いので是非お気軽にご相談下
さい。ご連絡お待ちしております。


